
読書の楽しさを知ってほしい！～たくさん本を読もう！～ 
 

4月 23日は，「子ども読書の日」でした。学力調査の児童アンケート等 

から，本校の「読書好き」の児童の割合は年を追って増えており，昨年度 

は，県平均を上回りました。さらに，本の世界に浸る楽しさを味わっても 

らうため，様々な取組を進めています。 

まず，ボランティア「めっきらもっきら」さんの読み語りです。毎月 2 

回，各学級で楽しい本を読んでくださっています。また，教師による読み 

語りも行っています。担任ではない先生が（もちろん校長も！）行くので，  

「今日はどんな本かなあ。」に加えて「今日はどの先生かなあ。」と楽しみ 

にしてくれているようです。                        めっきらもっきらさん 

 図書室も「行きたくなる図書室」として，日々進化しています。学校司書による図書室リニューアルが

行われています。学校に来られた際には，ぜひ，図書室にお立ち寄りください。 

 

 

 

 

 

                   ↑「レオレオニ」の特集コーナー 

 

←図書室入り口  2月から大人気の猫→ 

 

 

 

 

 

 
 

風薫る５月。１年のうちでもっとも過ごしやすい季節になりました。今週か

ら，本格的に運動会の練習が始まりました。今年度の運動会は，来賓の皆様に

も参観いただきます。多くの人の歓声に応え，子どもたちは張り切ってくれる

ことでしょう。応援をお願いします。 

参観日，ありがとうございました！ 
今年度初めての参観日が無事に終わりました。多数ご参加いただき，ありがとうございま

した。参観日の後は，各学級でミニ懇談会を行いました。 

子どもたちだけでなく先生達も緊張していたようですが，笑顔がたくさん見られた一日で

した。コロナ禍で参観日ができなかったこともありましたが，実施できたことで，改めて保

護者と担任が顔を合わせることの大切さを感じました。 

 

 

 

 

 
   

初めての参観日，1年生      先生として初めての参観日       初めての教科，家庭科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長迫の丘だより 
 

 

令和５年５月 1１日 

長迫小学校通信№３ 

校 長 髙尾 千草 

《学校教育目標》夢をもち 自ら学ぶ～つなげる・つながる～ 



自分の命は自分で守る！～避難訓練・集団下校～ 
大地震で火災が起きたとの想定で避難訓練を実施しました。「おはしもて」（おさない，はしら

ない，しゃべらない，もどらない，ていがくねんゆうせん）のルールを守り，「訓練は実践の如く，

実践は訓練の如く」で，真剣に行いました。自然災害はいつ起こるか分かりません。また，集団

下校で「子ども 110番の家」を確認しました。いざというとき，自分で考えて，自分の命を守る

ようにしたいものです。 

 

 

 
創立記念式のことを書いた作文がヤングスポットに掲載されました。その際，本校の校歌

に使われている「土壌をゆずらぬ」「細流をえらばぬ」の言葉は，中国の「史記」の「泰山

は土壌を譲らず 故に能くその大を成す 河海は細流を選ばず 故に能くその深を就す」か

ら選ばれたのではないかと教えていただきました。子ども達には少し難しい言葉ですが，意

味を知ることで，校歌がつくられた当時の校歌にこめられた思いや願いが伝わってくるとと

もに，校歌への愛着や誇りも生まれてくるものだと思いました。 
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スクール・カウンセラーは，「学校現場で，臨床心理の知見に基づき，児童生徒に向き合い

教員と共にサポートする」専門スタッフです。本校は，中村英美カウンセラーが，子どもたち

の様々な課題に対応してくださっています。 

カウンセラーは，学校内で教員とは異なる立場・人間関係から児童や保護者に関わり，教員

と連携して問題に取り組むことで，様々な問題の心理的な要因に対するケアを手厚くするため

に配置されています。また，カウンセリングは，問題が発生したときにのみ行うものではな

く，将来，児童生徒が自立して豊かな社会生活が送られるよう児童生徒の心身の発達を促進す

るとともに，一人一人の性格・現在の状況・ストレス・悩みなどを把握し，問題が発 

生しそうな児童生徒に予防的に働きかけ，本人が主体的に自らの力で解決できるよう 

支援するものです。気になること，心配なことがありましたら，ぜひ，相談ください。            

５月の相談日 ５月１９日（金）の午後 
             

中国新聞「ヤングスポット」に掲載！～校歌の意味を知ったよ！～ 

スクール・カウンセラーって？ 
 


